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ポリシーステートメント 

現代奴隷制は弱い立場の労働者の人権を濫用する犯罪であり、奴隷制、隷属、強制労働、人身売買などさまざ

まな形態があります。当社は現代奴隷制に対して一切容認しない方針をとり、すべてのビジネス取引と関係にお

いて倫理的かつ誠実で透明性のある行動をとり、現代奴隷制と人身売買が自社事業またはサプライチェーンのい

ずれにおいても行われていないことを保証するため、現代奴隷法（2015 年イギリス）における当社の義務に基づ

き、効果的なシステムとコントロールを実施・強化することを約束します。また、当社はすべてのサプライヤー、請

負業者、その他のビジネスパートナーに同様の高い基準を求め、契約プロセスの一環として、現代奴隷制の悪用

に対する特定の禁止事項を盛り込み、サプライヤーが自社のサプライヤーに同じ基準を課すことを期待します。  

犯罪の形態は様々であるため、現代奴隷制の被害者を特定することは困難な場合があります。奴隷労働の種類

は多岐に渡り、例えば劣悪な労働慣行や安全衛生意識の欠如が、どの時点で人身売買、奴隷、強制労働の事例

となったかは必ずしも明らかではありません。また、サプライヤーによっては奴隷労働を利用している事実を隠す

ために、多大な労力をかけている場合もあります。しかし当社はデューディリジェンスのプロセスを通じて、労働者

が搾取されていないこと、安全であること、移動と通信の自由を含め、関連する雇用、安全衛生、人権の法律と基

準が遵守されていることを保証する責任があることを認めます。 

このポリシーは、従業員、取締役、役員、代理店勤務者、ボランティア、代理人、請負業者、コンサルタント、ビジネ

スパートナーなど、あらゆる立場で当社のために、または当社を代表して働くすべての個人に適用されます。 

ポリシーの責任 

本方針が当社の法的・倫理的義務を遵守することを保証する責任は、取締役会が全て負います。 

当社の欧州統括者はこのポリシーの実施、その使用と有効性の監視、および内部統制システム、ポリシー、手順

の監査を通じて現代奴隷制のリスクの防止または是正に有効であることを保証する日常的な責任を負うものとし

ます。また、当社の事業もしくはサプライチェーンにおける現代奴隷制の疑惑を調査する責任も負っています。  

ラインマネージャーには、報告者が本ポリシーを理解し、遵守することを保証する責任があります。 

コンプライアンス 

英国または海外を問わず、当社の事業またはサプライチェーンのいかなる部分においても、現代奴隷制の防止、

発見、報告は、当社のために働く人、または当社の管理下にあるすべての人の責任です。本ポリシーの違反につ

ながる可能性のある行為は避ける必要があります。 

 

本ポリシーの違反または抵触が発生した、または発生する可能性があると思われる場合、ラインマネージャーに

連絡するか、当社の「公益に関する開示方針」に従って報告する必要があります。当社の事業またはサプライチェ

ーンのいかなる部分においても、現代奴隷制に関する問題や疑いがある場合は、できるだけ早く懸念を表明する

ことが奨励されます。当社のサプライチェーンにおける特定の行為、労働者の扱い、労働条件が現代奴隷制の

様々な形態のいずれかに該当するかどうか不明な場合は、ラインマネージャーに相談してください。現代奴隷制

に関する詳しい情報やガイダンスについては、政府のModern Slavery Helpline（0800 0121 700）に問い合わせて

確認することもできます。 

当社はオープンな姿勢を奨励することを目的としており、本ポリシーに基づき誠実に懸念を表明する人を、たとえ

それが誤解であることが判明した場合でも支持します。当社は、当社の事業の一部またはサプライチェーンにお

いて現代奴隷制が行われている、または行われている可能性があるという疑いを誠実に報告した結果、いかなる

不利益な扱いや被害も受けないようにすることに尽力しています。  
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研修とコミュニケーション 

本方針、およびサプライチェーンにおける現代奴隷制によって事業が直面するリスクに関する定期的な研修を必

要に応じて行い、搾取や現代奴隷制を発見する方法、疑わしい事例を報告する方法について、従業員に周知しま

す。 

当社の現代奴隷制を一切容認しない方針は、すべてのサプライヤー、請負業者、その他のビジネスパートナーと

新規または更新の契約を結ぶ際に伝えなければなりません。 

ポリシーの違反 

このポリシーに違反した従業員は、重大な違反行為を理由に略式解雇を含む懲戒処分を受けることになります。 

当社は、サプライヤー、請負業者およびその他のビジネスパートナーが本ポリシーに違反した場合、および/また

は現代奴隷制に関与していることが判明した場合、その商業的関係を終了することができます。 

 

 


